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誰

11隷

伏
見
酒
造
労
働
に
就
て

'1'亘

i扇

iI 

治

沼
地
業
は
今
山
間
ほ
7

ニ
ュ
フ
ア
タ
チ
ュ
ー
ナ
(
手
工
的
工
場

制
度
)
の
段
階
に
止
っ
て
ゐ
る
一
種
の
工
業
で
あ
る
。
従
っ
て

そ
の
按
似
事
情
も
現
今
一
般
に
行
は
る
る
工
場
制
工
業
民
於
け

る
止
は
多
く
の
鮪
に
が
、
て
そ
の
越
を
同
時
に
し
て
ゐ
る
。
私
は
か

く
の
如
き
特
徴
主
制
す
る
調
趨
傍
働
欣
磁
の
一
雌
在
、
伏
見
の

例
に
よ
っ
て
鈍
っ
て
見
度
い
主
思
ム
。

現
時
伏
見
に
於
け
る
泊
地
一
哉
の
政
は
川
十

そ
の
工
場
企

も
一
耳
ふ
べ
き
泊
蹴
は
九
十
三
E
算
へ
、
毎
平
の
法
一
省
高
は
十
二

寓
九
千
詞
徐
に
上
hv
、
そ
の
使
用
す
る
傍
働
者
の
敷
は
二
千
人

に
泣
い
。
か
く
て
伏
見
は
、
そ
の
生
産
額
に
於
て
、
そ
り
品
質

雑

能

伏
見
補
地
勢
働
に
就
で

に
於
て
、
灘
に
'
次
ぐ
清
酒
主
産
地
と
し
て
、
全
図
的
に
そ
の
名

撃
を
馳
せ
て
ゐ
る
。
此
の
他
伏
見
に
於
て
は
、
焼
酎
味
淋
の
製

議
も
行
は
れ
、
そ
の
産
額
も
少
か
ら
ざ
る
量
に
上
っ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
が
、
夜
に
は
専
ら
清
澗
雌
趨
の
胤
河
川
仰
に
就
て
の
み
越
ぶ

る
と
主
・
と
す
る
。
と
の
伏
見
に
於
け
る
泊
逃
努
働
に
就
て
越
ぷ

る
摘
に
、
貨
は
、
と
の
努
働
状
態
の
基
礎
を
翁
し
、
と
れ
を
特
色

づ
け
る
基
本
的
保
件
た
る
清
泊
の
生
産
工
程
を
見
、
そ
の
技
術

上
の
特
質
主
究
む
る
の
が
順
序
で
あ
る
が
、
+
は
飴
白
b
t
有
し

な
い
か
ら
、
此
等
の
己
主
に
就

τは
訓
没
す
る
の
外
は
な
い
。

清
酒
の
生
産
は
麟
造
技
術
に
の
附
係
で
、
毎
年
各
肌
寒
冷
白

候
に
の
み
そ
の
録
作
を
潟
す
も
の
で
あ
り
、
従
つ

τ消
浩
努
働

は
一
民
百
日
持
働
と
も
禍
せ
ら
る
る
季
節
労
働
で
あ
る
。
カ
も

従
業
者
の
措
首
操
作

ω種
類
に
よ
り
、
或
は
倒
逝
地
の
事
情
に

よ
り
、
持
働
期
間
に
多
少
の
長
短
あ
る
は
勿
諭
で
あ
る
。
伏
見

地
方
に
於
て
は
泊
道
勢
働
期
間
は
、
十
一
月
上
旬
よ
り
四
月
中

句
に
至
る
約
白
七
十
日
間
を
普
通
止
す
る
が
、
十
一
月
上
旬
か

ら
四
月
中
旬
ま
で
倒
き
説
け
る
勢
働
者
も
あ
り
、
或
は
十
一
月

第
二
十
七
巻

館
大

都

豆

コ九

七

伏見酒造組令剖査昭和l元年酒掴浩石高表。

伏且紐務署大正十四年前「伏且澗浩一斑J。
1) 

2) 



雑

録

伏
見
酒
誌
捗
働
に
就
て

中
旬
か
ら
三
月
下
旬
ま
で
の
者
も
あ
る
n

今
た
植
民
於
け
る
生

産
工
程
の
順
序
に
制
り
充
て
て
、
そ
の
勢
働
矧
闘
を
示
せ
ば
火

。
如
く
で
あ
る
。

泊

母z

自
十
}
月
一
日
国

宝
十
ニ
月
十
羽
日
出

自
十
二

H
十
点
目
四

車
三
月
三
4

・
-
日
頃

白
四
月
一
日
頃

歪
凹
月
二
十
日
明

仕

込

期

1
 
1
 

H
 

穆
仕
込
及
清
澗
生
成
明
間

清

泊

火

入

.llIl 

間1

伏
見
地
方
の
泊
逃
持
働
者
は
主
と
し
て
越
前
、

丹
後
、
外

波
、
但
同
よ
り
来
る
も
の
で
あ
る
が
、
就
中
越
前
向
身
の
者
が

最
も
多
い
。

ζ

白
地
は
日
本
海
に
附
す
る
地
方
で
あ
り
、
住
民

は
概
ね
農
業
叉
は
漁
業
に
従
萌
し
て
居
り
、
従
っ
て
冬
期
比
入

れ
ば
、
農
業
は
閑
散
と
た
り
、
漁
業
も
亦
日
本
海
の
波
誠
高
く

し
て
漁
携
に
越
せ
歩
、

一
般
に
扶
手
無
鵠
に
過
す
他
左
雪
欣
態

戸

i
h

、ノ丙」、

T
U
 

と
の
地
白
人
々
は
晩
秋
に
入
る
干
抑
制
々
と
し
て
伏
見

の
消
川
叫
に
来
り
、
此
碕
で
凶
五
ヶ
月
間
の
勢
働
を
得
L
、
摘
出
年

蒋
再
び
故
綿
花
師
へ
る
の
で
あ
る
。
之
れ
恰
も
、

彼
の
相
咽
逸
に

於
け
る
ザ
ク
セ
ン
ザ
ン
ガ
ー
が
早
春
来
り
て
晩
秋
去
る
の

-t
正

忙
一
迦
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
酒
造
勢
働
者
は
、
農
閑
期
或
は
漁

第
二
十
七
巻

第
六
韓

九一

λ

」ー，、

業
の
閑
散
期

E
利
し
て
季
節
的
に
酒
造
労
働
に
従
事
す
る
者
で

あ
る
か
ら
、
酒
造
労
働
に
よ
る
収
入
の
み
を
首
て
に
し
て
吐
話

す
る
者
で
は
た
く
、
む
し
ろ
楢
治
労
働
の
方
は
単
に
小
使
銭
取

り
位
の
地
位
主
出
む
る
に
過
ぎ
ポ
、
本
業
は
依
然
と
し
て
農
業

或
は
抽
出
来
で
あ
り
、
従
っ
て
勢
働
者
中

ιは
、
土
地
そ
の
他
白

資
産
を
有
す
る
者
も
稀
で
は
た
く
、
そ
れ
り
郷
取
に
於
て
は
相
苗

た
地
伐
と
名
穏
と
を
右
す
る
者
も
多
々
あ
る
ζ

ー
と
は
よ
く
聞
く

・と
ζ

ろ
で
あ
る
。
此
の
鞘
に
於
て
泊
法
第
働
者
は
、
か
の
日
出
主

よ
り
支
蝋
は
る
る
賃
銀
主
以
て
唯
一
細
川
二
の
生
存
手
段
・
ど
な
F

他
は
た
い
一
般
工
場
第
働
者
と
そ
の
趣
を
異
正
す
る
。
こ
の
と

占
は
泊
遣
業
が
今
向
ほ
マ
ユ
ュ
フ
ァ
ク
テ

2
1
7
0
段
階
に
あ

っ
て
特
殊
白
手
工
業
的
熟
練

E
製
す
る
と
主
主
相
快
つ

τ酒
造

勢
働
を
特
色
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
+
叫
に
漣
ぷ
る
が
如
雪
国
主

割
問
百
働
者
の
捌
係
の
基
礎
を
話
す
も
の
で
あ
る
。
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級
が
あ
り
各
モ
の
操
作
の
種
類
を
同
時
忙
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

が
、
と
の
中
、
社
民
は
清
…
内
師
陣
地
全
般
に
渉
り
計
藍
指
町
監
替

を
得
し
消
遊
技
術
上
に
於
け
る
全
棋
と
全
責
任
と
を
有
す
る

他
に
、
努
働
者
の
鹿
仰
上
に
も
亦
緋
利
を
有
し
て
居
り
、
勾
年

消
匙
則
に
入
る
や
杜
氏
は
、
部
下
の
努
働
者
主
自
己
の
知
人
縁

者
等
上
り
集
め
来
る
を
常
左
す
る
。
而
し
て
と
の
社
民
と
屈
主

主
の
闘
係
は
、
腕
・
な
る
白
山
契
約
に
北
く
他
。
一
般
の
一
勢
働
部

門
に
於
け
る
止
は
異
左
り
、
一
一
械
の
主
従
的
関
係
が
雨
者
の
間

忙
結
ば
れ
て
ゐ
る
従
っ
て
杜
氏
以
外
の
鍔
働
者
長
正
之
の
一

資
本
主
義
化
さ
れ
な
い
封
律
的
答
集
が
法
っ
て
ゐ
る
か
を
貌
ム

闘
係
も
亦
E
れ
虻
類
似
し
.
家
族
的
の
暖
味
を
有
し
淑
附
主
義

的
精
榊
白
鶴
め
で
波
厚
な
る
も
の
が
あ
る
。
大
正
十
五
年
工
場

法
施
行
令
の
改
正
に
よ
っ
て
、
伏
見
の
泊
越
場
も
工
場
法
の
泊

別
を
受
く
る
に
亘
っ
た
の
で
あ
る
が
‘
共
際
伏
見
の
杜
氏
等
は

聯
合
し
て
、
次
の
如
昔
荷
刷
者
ル
」
陳
情
書
主
主
賞
用
に
提
出

L
、
そ
の
泊
用
除
外
方

E
要
求
し
た
。
こ
の
要
求
は
そ
の
目
的

を
迷
す
る
と
在
は
出
川
却
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
以
っ
て
如

何
に
沼
世
間
労
働
が
一
般
工
場
工
業
主
そ
の
濯
を
異
に
し
、
勢
同
制

者
殊
に
杜
氏
と
随
主
主
の
関
係
が
祖
悩
主
義
的
で
あ
り

未
だ

雑

録

伏
且
酒
泣
掛
働
に
就
て

に
日
正
る
で
あ
ら
号
。

〉

諦

闘

書

現
行
工
場
法
は
百
人
酒
造
従
業
者

ιは
却
て
不
利
盆
と
柚
毘
候
に
付

遡
周
除
外
方
制
詮
議
相
成
皮
別
紙
陣
情
事
添
付
此
段
的
制
候
也

大
正
十
五
年
十

τ月
二
十
六
日

丹
波
杜
氏
大
名
代
表

越
前
杜
氏
四
十
四
名
代
表

丹
後
社
氏
十
九
名
代
表

但
馬
杜
氏
十
六
名
代
表

細

且

末
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郎
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助
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催

士
ロ
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時
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都
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知

事
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問

恒

之

副

般

枕
見
響
曲
指
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長
船
路
調
七
股

陳

情

書

-
、
職
工
扶
刷
山
規
定
位
酒
造
世
議
員
に
劃
し
て
却
て
平
剥
盆
な

り
第
二
十
七
巻

九

九

第

観
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雑

飽

伏
見
沼
地
勢
働
に
就
て

現
行
工
場
法

A
同
施
行
令
白
戦
工
又
は
其
白
遁
挟
の
扶
助
に
酬

ナ
る
規
定
は
義
務
上
に
部
凶
す
る
負
儲
疾
病
に
陥
ら
る
、
色
沼

活
工
業
従
車
由
倒
仰
に
依
れ
ば
共
の
疾
病
仇
備
が
業
務
上
に
基

凶
す
る
と
百
と

E
問
は
ず
扶
地
主
畳
け
居
札
り
放
に
此
規
定

あ
ゐ
が
鵠
め
に
勝
鼎
扶
曲
の
純
闘
を
限
縮
さ
る
ト
の
成
あ
り

二
、
賃
金
を
毎
月
一
同
叫
上
主
捌
を
長
(
る
は
酒
匙
従
業
員
に
前

L
却
C
不
利
益
な
り

澗
匙
従
業
員
の
如
き
季
州
勢
働
者
に
は
毎
月
一
回
以
上
賃
金
由

主
怖
さ
長
(
る
止
を
は
附
約
の
御
念
を
火

t
却

c金
銭

5
浪
費

す
る
の
此
あ
り
沼
地
工
業
従
車
内
慣
例
に
依
れ
ば
必
要
に
雌
じ

て
内
借
り
先
借
り
の
匝
あ
り
敢
て
不
自
向
を
感
ぜ
ず
知
前
四
行

法
令
に
は
貯
金
白
規
定
あ
る
も
一
旦
自
己
申
拙
内
に
入
り
た
る

も
の
は
白
山
た
る
を
以
て
他
よ
り
貯
金
を
強
制
す
る
は
雌
〈
似

に
貯
申
す
る
』
す
る
も
之
れ
が
引
聞
記
監
督
す
る
事
困
難

η
り

要
す
る
に
酒
活
捗
働
者
日
従
来
由
相
例
白
如
〈
崎
闘
に
際
し
極

め
て
賃
金
自
主
摘
を
畳
け
之
を
土
曜
と
し
て
引
妨
げ
る
事
を
希

望
す
る
も
の
な
り

三
、
消
遣
業
に
工
場
法
主
踊
用
さ
る
L

は
温
耐
を
破
壊
し
却
て
酒

詰
従
業
者
に
不
利
岱
な
り

酒
造
業
は
他
由
工
業
と
異
な
り
業
主
は
原
料
米
を
供
給
し
て
作

業
一
切
を
枇
民
に
一
任

L
社
品
目
白
己
の
信
翻
す
る
駈
十
人
的

下
人
を
引
具
し
栢
近
場
に
来
mv
各
季
百
日
内
件
協
力
一
致
酒
趨

第
二
十
七
巻

九

o 

i再
プミ

揖

λ 

を
寛
成
す
る
も
ゅ
に

L
て
其
り
間
一
家
族
の
如
{
互
に
信
蝋
し

一
に
温
情
を
以
て
終
始
す
る
も
の
な
り
故
に
議
主
同
社
民
以

下
政
人
を
自
己
自
家
放
の
削
〈
枇
氏
以
下
!
柑
人
は
業
主
を
親
由

加
〈
謀
ひ
互
に
組
利

L
U人
組
制
ぜ

f
れ
ば
到
底
完
会
に
酒
港
在

建
行
し
相
w
f
る
特
舗
の

i
柴
な
り
然
る
に
此
華
麗
に
一
般
的

工
場
出
を
油
川
さ
る
L

は
王
位
互
に
制
化
せ
し
め
却
て
拙
仰
を

破
壊
し
酒
泣
上
に
感
服
砕
を
且
ぼ
し
抽
出
工
業
内
溌
誌
を
阻
害

す
る
の
成
あ
り

問
問
地
梨
は
就
業
時
間
を
珠
山
ん
す
る
ζ

主
は
い
杷
劃
に
不
可
能
な

mリ南
緯
柴
は
其
自
作
業
に
依
り
又
季
帳
白
鶴
化
に
怯
り
日
々
其
由

行
程
掛
M

り
就
業
時
間
を
諌
め
一
定
す
る
こ
左
量
得
ず
之
れ
一

般
工
業
と
共
白
叫
質
を
具
に
す
る
所
な
り
随
て
就
議
時
間
在

臨
時
め
脳
出
す
る
を
得

f
る
を
晴
憾
L

と
す

以
上
位
其
山
大
世
を
陳
情
す
る
も
の
に
御
斑
偶
詳
制
御
賢
官
需
の
上

伽
論
議
柑
押
皮
重
ね
て
事
閣
候
山

四

次
に
就
業
欣
態
に
就
て
考
ふ
る
に
、
酒
造
努
働
は
微
生
物

E

相
手
と
す
る
作
業
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
殺
育
欣
態
如
何
に
よ
っ

て
、
操
作
時
間
そ
の
他
に
曲
型
化

E
生
じ
.
且
つ
気
候
白
都
響
起

大
・
な
れ
ば
、
普
通
一
般
の
工
場
工
業
の
如
く
規
則
五
し
く
就
業



時
間
休
剖
臨
時
間
等
を
峻
別
す
る
E
と
は
到
底
左
し
得
・
泣
い
止
と

ろ
で
あ
り
、
休
副
食
事
睡
川
町
等
は
作
業
の
暇
々
陀
随
時
之
を
と

る
の
を
常
上
と
す
る
。
去
は
ば
、
仕
込
初
め
上
り
仕
込
終
り
ま
で

を
従
業
時
間
占
見
倣
す
べ
〈
、
そ
の
聞
の
食
事
睡
眠
休
制
等
は

邸

ろ
t，f: 
.Il!. 
! 
考
」、
る
と

と
古1

就 111

業雪
亙で

ぁ
+もち
e息ラ。
11寺か

1m < 
去の

り古川

き

通t

当量
一

、

洞

母

仕

込

期

間

問

歪自主自至白歪白豆 自 至 自 豆 自 主 自

問午同同同同同午同同同同同同同午

前 后 前

一ー十十 λ大 五 二十十十λ 七六四三

時長一時時 函 一 時 時 時 時

牛時中時宇斗一三時時中時牛中斗、時三同年

雑

鍬

伏
見
酒
詰
捗
働
に
就
て

日時

一
時
間
牛

時
間
半

時

間

=
一
十
分
間

三
時
間

時

間

三
十
分
間

三
十
分
間

昌三

てE

来
刷
、
倣
焚
、
拠
地

荒
誕

録
制

性
質
の
勢
働
で
あ
る
か
ら
、
就
業
並
び
に
休
息
時
闘
を
正
確
に

知
り
得
た
い
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
今
そ
の
大
闘
を
鋭
ふ
錆
め

花
、
伏
見
地
方
で
最
も
蔚
〈
行
は
る
右
越
前
流
の
仕
込
方
法
に

於
て
・
と
る
止
と
る
の
も
の
を
弐
忙
掲
ぐ
る
と
主
止
す
る
。

る

保

f~ 

師
招
加
盟
、
来
引
誌
、
暖

番
組

桶

A
商
泡
具
出
物

配
制
旭
、
町
本
法
、
蹴
立
、

配
一
番
組
‘
眠
処
、

配
制
姐
=
回
、
夏
柑
輩
張
道
具

整
却

配州拙廻、

配
拠
畑
、

件

政

食

事

豆自至自歪自豆自至自主自主自主自

同同午同同岡同同午同同岡同同同午

前 l 后 前

三 一一十十λ 六五二十十十凡七六四

時記一時時 雨一時時時時

時半時宇時宇中時時半時宇牛宇時半

第
二
十
七
位

プL

臨

眠

司3

一
時
間
牛

時

間

一
ニ
十
分
間

=
時
間
中

一
時
間
中
T

二
時
間
牛

一
時
間
半

一
時
間
午

錯
六
観

タι

伏見泊浩組告調査。4) 



雑

録

伏
見
酒
造
傍
働
に
就
て

就

業
二
、
穆
仕
込
及
清
酒
制
捜
成
期
間

1> 

主自主白豆自主白

同午問問同同同午

后 前

八六五ニ十八七五三C

時時 三時時11往 時n:i 
中牛時時午牛中'1' +時

歪白

岡同

時を

U年
間
中

時

間

11年

|悶

時

間

時

間 問

立i

f草

引拡泊翻~Ì
込眠4見通 、物
、、 1担

t.i主掴米
fl: '!f.l: 
込仕、

込泊
拍l 水持
制批積
、替

抱制、|作
恭 紫 山

な

相

A
甜
泊
目
引
沈
物
、
来
抗
、
中

間
仕
弘
、
抑
制
、

枝
打
、
引
畑
、
伴
引
、
睦
物
拙

入
、
共
他
雑
務

粕
説
、
抑
旭
、

就

業
=
一
、
清
泊
大
入
期
間

る

但
し
就
業
時
間
内
に
臨
時
交
代
し
て
約
三
時
間
食
事
需
の
儲
め
休
憩
す

「
側
帯
」
操
作
の
柿
合
に
よ
り
又
呆
伎
の
磁
化
に
よ
り
布
時
間
を
園
田
直
す
る
ζ

と
あ
る
べ
L

自

牛

前

三

司
王
午
后
凹

時
時計年

十
三
時
間

R司

主

十最

f下

アz

前
刷
出
火
入

前
表
に
よ
っ
て
見
る
が
如
く
、
消
母
期
間
に
あ
っ
て
は
就
業

恥
る
み

時
間
十
一
時
川
川
今
、
休
息
時
間
十
二
時
附
卒
、
限
期
同
に
あ
っ

第
二
十
七
倍

:九

一

za、t

自
J
'
E

四
O 

件

憩

食

事

豆日

同午

前

λt 玉三

時時時It~

牛牛牛キ

主自

伊iJ[pJ 

至自主自主由

午同同間平岡

前后

OA六 五 二 十

時時 五
時半宇時時半

休

憩

食

事

自

午

后

同

至

午

前

三

目岳

批

11); 
時

間" r.IJ 

時

間
中

一
時
間
半

一
時
間
中

町立

眠

事

時時

十
一
時
間

間
に
あ
っ
て
は
、
就
業
時
間
す
一
時
川
、
休
息
時
間
十
三
時
間

で
あ
っ
て
、
就
業
時
川
極
め
て
長
く
、
た
と
へ
そ
の
勢
働
は
工

て
は
就
業
時
間
十
三
時
間
卒
、
休
息
時
間
十
時
間
宇
‘

大
入
則

場
工
業
に
見
る
が
如
き
単
調
無
味
の
苦
痛
か
ら
は
幾
分
受
れ
得



る
と
し
て
も
、
決
し
て
裁
な
努
働
で
な
い
と
と
が
想
像
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
更
に
詳
細
に
立
入
っ
て
そ
の
所
副
休
息
時
間
な

る
も
の
の
性
質
に
就
て
考
ふ
る
と
き
は
、
斯
業
が
他
に
剣
例
主

見
ざ
る
程
の
極
め
て
困
難
た
勢
働
で
あ
る
と
・
と
が
推
知
さ
れ
る

白
C
あ
る
。
即
ち
斯
識
に
あ
っ
て
は
、
深
夜
の
抜
作
が
多
い
か

ら
、
従
業
者
の
睡
眠
に
充
て
ち
る
べ
き
時
間
が
極
め
て
細
分
さ

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
火
入
期
間
そ
除
〈
の
外
、
澗
地
業
の
本

筋
止
も
言
ふ
べ
き
澗
悶
朋
川
剛
問
問
削
に
あ
っ
て
は
、
長
〈
て
コ
一

時
間
牛
短
き
は
一
時
間
乃
至
三
十
分
間
位
に
八
万
た
れ
て
ゐ
て
、

漸
く
仮
睡
み
か
け
る
頃
に
な
る
と

す
巴
ぐ
ま
た
失
の
操
作
に
取

り
掛
ら
ね
ば
な
ら
紅
い
有
様
で
、
篠
山
川
き
の
早
い
人
で
も
14m
陛

時
間
は
一
日
百
時
間
乃
至
六
時
間
位

ι過
ぎ
た
い
と
忠
は
れ

る
。
越
前
流
以
外
の
杭
派
印
ち
但
同
流
、
丹
後
流
、
丹
波
流
等

。
方
法
に
よ
る
も
時
ぽ
伺
慌
で
あ
る
。
而
し
て
と
の
百
五
十
日

乃
至
百
七
十
日
比
渉
る
持
働
朋
川
中
休
業
日
左
隅
す
ぺ
き
も
白

は
一
回
も
友
い
。
従
業
者
は
す
べ
て
袋
内
居
住
マ
あ
り
、
通
勤

者
は
一
人
も
な
〈
悉
く
酒
池
場
内
に
宿
泊
す
る
由
で
あ
る
い
下
、

そ
の
寝
室
は
灘
伊
丹
と
共
に
粗
惑
を
以
っ
て
有
名
で
あ
る
。
外

雑

錐

伏
見
酒
造
捗
働
に
就
て

山
は
休
息
時
川
中
随
意

ι出
来
る
己
主
に
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ

か
ら
泊
也
労
働
巾
に
於
け
る
負
傷
疾
病
も
少
く
な
く
、
昭
和
二

年
比
中
一
月
ま
で
に
霊
碑
傷
者
一
ニ
十
除
人
主
山
し
て
ゐ
る
が
、

そ
の
大
部
分
は
熱
湯
に
よ
る
火
俗
で
あ
る
。

以
上
は
消
治
勢
働
中
最
も
重
嬰
に
し
て
日
放
も
J
〈
消
逃
努

働
の
特
色
を
表
せ
る
消
逃
蹴
人
の
労
働
欣
態
に
就
て
辿
べ
た
の

で
あ
る
。
楢
逃
精
米
人
の
と
止
に
就
て
は
と
れ
を
省
略
す
る
と

と
に
す
る
。

五

次
に
泊
浩
業
に
於
け
る
勢
働
の
移
動
欣
態
に
就
て
見
る
に
、

勢
働
の
移
動
は
極
め
て
僅
少
で
あ
る
。
印
ち
業
主
は
杜
氏
に
技

術
上
白
己
主
を
一
任
し
て
ゐ
る
と
共
に
従
業
者
の
凪
入
を
も
殆

ん
E
そ
の
意
の
儲
に
委
せ
て
居
り
、
社
氏
は
業
主
主
一
一
胞
の
情

話
的
主
従
闘
係
を
結
ん
で
居
る
己
主
は
前
越
せ
し
泊
り
で
あ
る

か
ら
、
杜
氏
の
移
動
は
殆
ん
ど
危
い
と
一
宮
一
同
っ
て
よ
い
。
ま
た
杜

氏
の
引
率
し
来
る
従
業
者
も
そ
の
知
人
総
法
の
者
多
〈
、
従
っ

て
移
動
性
は
比
較
的
争
た
い
o

併
し
た
が
ら
杜
氏
自
移
動
も
絶

針
に
な
い
の
で
は
な
い
。
若
し
腿
辿
技
術
L
L
の
不
並
立
に
よ

第
二
十
七
巻

ブL

第
六
雄

凹

駐官政苗時報第五十七税、吉 nH事、本邦地酒工業'Jj働事情。

昭和三年一月某日大阪毎日新聞京都版。
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雑

録

伏
見
沼
地
勢
働
に
就
て

hv
、
腐
敗
酒
を
出
し
た
り
良
泊
を
臨
遣
し
件
・
な
か
っ
た
や
ろ
た

場
合
に
は
杜
氏
の
解
風
を
見
あ
己
主
も
あ
り
、
ま
た
自
費
的
に

社
民
自
ら
僻
す
る
と
占
も
あ
る
。
か
や
ろ
た
場
合
に
は
そ
の
引

率
す
る
と
己
ろ
の
従
業
者
も
杜
氏
に
従
っ
て
移
動
す
る
の
を
常

と
す
る
。
併
し
賞
際
上
か
く
の
如
き
と
と
は
極
め
て
稀
で
あ
っ

A 四三三十

十十十年

年年年 iifJ
il1J 車J動

蹴組組酬

竺竺竺竺竺日一室

~ -= ^ J旦

A-

坦

=一一

Z
坦

コ
一
同
中

l
上

Z

一

一園芸一一

- "'- 内L.r.:.

主I
J二

の
如
く

従
業
者
出fiJ.
政

千
人

内 --"'-よ 1 =ー至|三ー

~，~ 7 
の

毎
~I'
十
4ド

勤

年

主--

助
機
者
別

τ z  .，. 

観
者
以
上
心
者
を
十
四
名
乃
至
七
十
二
人
向
す
を
見
て
も
‘
伏

見
沼
地
業
に
於
け
る
労
働
移
動
率
の
如
何
に
僅
少
た
る
か
を
察

知
す
る
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
く
一
般
に
は
そ

』亡

比
し
ょb
較
品切
大
在
る
移
動
i性
E 
有
し T
て級
ゐ努
る{動
a"者

は
上
級
白

者

の
移
助
率
は
少
た
い
の
で
あ
る
が
、

六

第
二
十
セ
岱

ゴL

四

第
六
観

四

て
、
犬
抵
同
一
の
社
氏
に
事
ゐ
ら
れ
る
勢
働
者
の
一
闘
が
.
ん
持

年
同
一
の
消
滅
に
来
っ
て
酒
造
に
従
事
す
る
の
で
あ
る
。
伏
見

年
間
十
年
勤
級

酒
造
組
合
托
於
て
は
犬
正
二
年
以
降
毎
年
、
十
年
二
十
年
一
ニ
十

を
表
彰
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
今
そ
の
撤

を
表
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

:;;:斗← &1旦ー

A 1
一二一星 '"-1主ー

三子
一一

，
次
に
泊
浩
勢
働
に
於
け
る
給
料
で
あ
る
が
、
社
氏
を
除
く
の

E唖タ~_L.玉ヨー

__E _1ュ i 孟 L三{

圭 J三l三吾

三三上L 呈 ><1三三

差 L=;一回呈 1-=

ム五三 三己 6-<0 

外
は
す
べ
て
日
給
制
で
あ
る
。
伏
見
倒
池
組
合
で
規
定
し
て
ゐ

る
給
料
表
を
左
に
掲
ぐ
る
。

、、、、
上三 配 碩 相

人番TfG氏塁
、=Fil ~主、同

人
一扉給
日 立三夢占

に週金
付主主品

内乱L
壷金金事定
一 一 一 者
間問問
十 ニ五
銭十 寸4

"1 プ£ GE
下倍以

.1-1 1ミ

下

同同

1"且役務署大正十四年調「伏見摺~一斑」によれば従業人員田町はニ千百十三
人{内説泊誌の分三百五十人配合む)。

伏且N.:出造家談。
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一

、

申

人

企

九

十

五

鈍

以

下

一

、

下

入

金

丸

十

銭

以

下

一

、

水

且

同

金

一

回

二

十

ニ

一

鈍

目

下

て
酒
焚
巾
は
金
十
錨
を
帯
典
す

但
杜
氏
以
下
土
産
と
し
て
措
沼
一
司
宛
贈
具
す
る
ζ

と
を
得

て
以
上
。
組
た
は
拾
坪
仕
舞
に
付
杜
氏
一
入
、
代
司
、
頭
、
眠
廻

り
、
一
三
柱
、
各
一
人
、
よ
人
二
人
、
中
人
ニ
入
、
下
人
一
人
(
件

に
水
虫
.
飯
い
離
は
適
宜
)
を
定
民
主
L
仕
鮮
の
大
小
に
よ
り
人
民

を
哨
滅
す
る
坊
合
H
上
人
以
下
に
於
て
平
等

ι梢
減
す

-
、
茶
代
一
人
一
日
に
付
金
十
一
日
臨

化
泊
費
中
も
本
研
に
航
る

て
検
査
立
合
人
、
抗
起
は
極
主
蝿
宜
の
事

て
搬
入
の
師
闘
州
費
時
刻
は
牛
前
穴
時
川
後
止
す

以

上昭
和
二
年 同同

伏
且
泊
誼
組
合

泊
超
締
法
人
和
興
晶
品
規
定
詰

て
上
白
取
一
日
に
付
金
一
同
三
寸
首
銀
以
下

一

、

白

坂

伺

金

一

同

二

十

錨

以

下

て

上

々

人

同

金

一

間

十

銭

以

下

て

上

人

同

企

}

闘

部

銭

U
下

-

、

中

人

間

企

九

十

一

丸

鈍

以

下

一

、

下

人

同

金

九

十

銭

は

下

一
、
茶
代
目
指
人
・
と
同
様
、
と
す

雑

鍬

伏
品
調
詑
曲
目
働
に
就
て

以

上
昭
和
二
年

伏
瓦
拙
港
組
合

以
上
は
組
合
で
規
定
し
た
給
料
で
あ
る
が

と
れ
は
大
関
白

標
準
を
示
す
に
止
り
、
必
し
も
各
泊
中
一
援
が
己
れ
を
厳
守
し
て

ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
。
酒
造
家
各
自
が
官
際
に
決
定
し
て
給
興

し
て
ゐ
る
金
額
ほ
此
の
規
定
去
に
あ
る
よ

u
も
幾
分
多
一
き
骨
常

:ノ、
J
l
 此
の
標
準
以
下
に
減
や
る
と
主
は
殆
ん

E
た
い
。
村
氏

の
給
料
仙
弘
前
去
に
も
規
定
し
居
る
が
如
く
可
風
主
の
油
宜
に
決

す
る
主
己
る
で
、
社
尽
の
技
何
そ
の
他
の
事
情
年
よ
り
極
め
て

直
々
で
あ
り
、
同
じ
く
社
民
と
稿
ず
る
も
そ
の
給
料
の
開
青
は

甚
だ
大
で
あ
る
o
剖
ち
三
百
岡
以
上
千
闘
位
ま
で
の
聞
を
上
下

し
て
み

Z
の
で
あ
る
が
、
平
均
七
百
回
位
の
見
営
、
占
稿
せ
ら
れ

9
 

て
ゐ
る
o

杜
氏
自
給
料
は
全
調
治
期
間
に
封
ず
る
も
の
と
、
仕

込
一
期
間
(
酒
焚
期
間

E
除
い
た
も
四
〉
に
釘
す
る
も
白
止
の
一
一
う

の
決
定
方
法
が
あ
る
が
、
後
者
に
あ
っ
て
は
泊
焚
(
火
入
)
矧
川

忙
到
す
る
分
は
日
給
主
し
で
計
算
し
と
れ
を
追
加
す
る
の
で
あ

る
が
、
越
前
社
氏
が
↓
へ
部
分
主
占
む
け
口
伏
見
に
於
て
は
泊
誼
会

。

期
を
通
じ
7
一
の
給
料
が
普
通
で
あ
る
句
給
料
の
決
定
K
は
杜
氏

第
二
+
七
佳

アL

E 

第
ヌミ
!L~ 

ι劫

伏見泊匙組合即事本引焼裕氏談。

批官政策時報第E十七批、古川率、本邦謹加工業掛働事情。

9) 

10) 



報

錐

伏
且
泊
匙
掛
働
に
就
て

代
表
白
白
見
を
も
参
考
に
す
る
の
で
は
b
る
が
宵
際
は
凪
主
側

の
み
白
怠
志
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
而
し
て
給
料
の
決
定
時

期
目
蹴
ね
二

E
月
の
交
に
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
従
業
者

は
自
己
の
給
料
の
舗
を
知
ら
十
し
て
半
期
以

K
働
い
て
ゐ
る
わ

け
世
あ
る
o

前
掲
給
料
表
に
於
て
消
焚
期
間
中
特
に
増
刻
し
て

あ
る
の
は
、
此
の
賜
は
川
汀
一
日
同
引
か
ら
二
十
日
悦
ま
で
に
一
説

常
し
、
此
の
火
入
操
作
に
磁
留
す
る
は
殆
ん

E
見

E
仲
し
て
阪

什
叫
限
も
な
い
数
ケ
周
を
経
過
し
た
後
で
は
あ
り
、

日
叉
酒
造
の

本
筋
を
完
了
し
腸
心
迫
れ
る
折
白
事
と
て
、
引
続
い
て
二
十
日

徐

E
働
か
ん
止
す
る
希
望
者
'
引
き
が
故
に
、
批
判
に
優
遇
す
る
必

か
〈
は
増
制
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
社
氏
以

雨宮上、
下
の
給
料
の
外
比
、
倫
ほ
賞
興
が
若
干
給
せ
ら
れ
て
居
る
や
う

で
あ
る
が
、
各
酒
治
家
に
よ
り
て
共
の
額
閣
内
た
り

正
確
た
る

数
字
を
あ
ぐ
る
事
は
山
来
た
い
。
食
事
は
現
品
で
給
興
さ
れ
て

ゐ
る
が
、
副
食
物
は
前
表
仰
の
茶
代
主
以
っ
て
こ
れ
に
充
て
ら

れ
る
。+

叫
に
給
料
の
文
抑
は
消
法
制
川
経
過
後
腕
図
の
際
忙
一
極
め

に
し
て
行
ム
の
が
欝
来
の
慣
例
と
な
っ
て
ゐ
る
。
併
し
と
の
朋

第
二
十
士
巻

丸
二
六

第
六
杭

~Q 

四

問
中
主
雌
も
必
要
に
憾
じ
て
随
時
先
仙
若
〈
は
内
借
す
る
を
得

る
仕
組
主
在
っ
て
ゐ
る
己
主
は
前
掲
帥
情
書
中
に
あ
る
泊
り

と
言
っ
て
よ
い
。

で
、
と
の
限
り
に
於
て
は
困
難
在
感
、
千
る
と
主
は
殆
ん
ど
な
い

給
料
は
且
品
集
の
嬰
勤
に
よ
る
沼
慎
む
十
一
向
下
と
需
嬰
の
多
裂
に

E
っ
て
動
播
す
る
O
は
勿
論
で
る
る
が
、
犬
胞
に
於
て
は
一
途
年

増
加
の
傾
向
を
示
し
て
居
る
。
近
年
に
於
て
最
も
好
景
気
時
代

と
言
は
れ
た
大
王
八
年
に
於
て
さ
へ
、
昭
和
二
年
の
不
景
紙
附

代
よ
り
も
五
十
銭
乃
至
七
十
銭
位
の
低
額
で
あ
っ
た
。
と
の
八

年
間
巴
殆
ん

E
丸
割
近
く
の
増
加
で
あ
る
。
才
一
に
参
考
の
低
め

大
正
八
年
に
於
け
る
伏
見
酒
造
組
合
規
定
の
給
料
去
を
掲
ぐ

る。

活
諮
問
同
人
給
央
金
品
規
定
表

雇
主
調
宜
之
事

一
日
に
付
金
λ
十
銭
以
上
九
十
銭
以
下

一
、
杜
氏

E
d、目、

一
、
耐
一
加
し
リ

一、一一一番

一
、
上
人

一
、
巾
人

-
、
下
人

同同同同

金
七
十
一
鈍
以
上
七
十
五
銭
以
下

金
六
十
一
鈍
以
上
七
十
倍
以
下

A
明

E
ト
{
ハ
鋭
以
上
大
十
能
以
下

金
四
十
銭
以
上
五
十
五
銭
以
下



て
洞
焚
中
も
前
各
現
に
依
る

一
、
は
上
O
M
昨
に
心
H
毎
は
一
切
給
関
せ

rる
事

帆
柱
J
H
U
下
士
出
よ
Ld1
品
川
洞
一
升
宛
を
冊
興
す
る
と
と
を
柑
一

一
、
以
上
白
川
品
定
は
折
判
仕
却
に
刊
社
民
一
人
、
代
司
、
閥
、
配
↑

畑
、
三
番
喬
一
入
、
上
人
ニ
入
、
巾
人
二
人
、
下
人
一
人
(
件
に
-

水
虫
、
阪
M
M
泊
宜
)
を
定
日
と
し
引
舞
内
犬
小
に
よ
川
人

n
E
一

品
明
滅
す
る
場
合
臼
上
人
凡
下
に
於
て
平
等
に
哨
減
す

一
、
来
代
一
人
一
日
に
付
金
ヒ
鈍

但
栖
焚
巾
も
本
現
に
依
る

一
、
検
査
立
合
入
、
値
艇
は
制
主
誼
宜
の
事

以
-

大
正
人
平
二
H

伏
見
訓
地
組
合

七

以
上
私
は
伏
H
川
区
於
け
る
酒
治
勢
働
に
就
て
そ
の
大
帽
を
述

べ
た
の
で
あ
る
が
、
之
を
耐
却
す
る
に
、
洞
治
問
労
働
は
、
そ
の
風

中
封
勢
働
者
の
閥
係
忙
於
て
、
就
業
献
態
に
於
て
、
勢
働
移
動

並
び

ι給
料
開
係
K
於
て
、
中

特
殊
の
佐
賀
を
有
し
で
ん
る
。

ザ

と
れ
仕
摘
誼
工
業
そ
の
も
の
が

機
械
服
用
の
飴
地
少
〈
し
て
今
倫
ほ
マ
ニ
品
フ
ア
ク
チ
ュ
ー
ナ

の
段
階
に
止
っ
て
ゐ
る
と
止

lt
限
法
技
術
の
悦
質
上
季
節
的

雑

鍵
築
指
針
と
枇
品
w
m
鍵
柴

線

持
働
を
必
要
止
す
る
己
主
よ
り
生
守
る
必
然
の
結
果
で
あ
り
、

以
っ
て
生
産
技
術
上
の
閥
係
が
勢
例
事
情
の

K
民
如
何
に
影
響

を
及
す
も
の
在
る
か
を
貌
ム
に
見
る
。
従
っ
て
剛
山
地
技
術
が
進

沙
L
捌
池
業
が
企
削
的
に
機
械
化
せ
ざ
る
限
り
、
或
は
ま
た
季

節
川
町
似
た
る
の
性
質
を
失
は
ざ
る
限
り
、
そ
り
抑
制
事
怖
も
上

辿
の
如
き
山
肌
態

ι
止
る
で
め
ら
う
。
近
時
川
見

同一
H
等
の
諸
地

方
忙
於
て
問
季
服
地
設
備
な
る
も
の
が
試
み
ら
れ
、
伏
見
忙
於

て
も
先
年
犬
合
消
池
場
に
之
が
設
備
せ
ら
れ
し
占
問
〈
。
若
し

も
此
の
試
み
が
成
功
し
た
暁
に
は
或
は
綱
治
勢
働
界
に
も
一
新

組
元
が
剥
せ
ら
れ
る
L

と
き
が
来
る
か
も
知
れ
た
い
。


